Ｈ１９年度ニートサポート事業（就労支援ネットワーク構築及びアウトリーチ事業）
　　　　　　　企画提案書　　　※採択後一部修正

　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　１８年　６月　１１日
三重県生活部　勤労・雇用支援室長様


１．事業全般に関して

（１）目的

　三重県を担う若者が自己の意欲、能力に応じて経済的かつ社会的に自立し、自己実現ができるように、家庭、学校、地域、企業、行政、ＮＰＯ等の多様な主体が連携し、地域全体で包括的、個別的、継続的に支援するしくみをつくること。
　

（２）若年無業者が増加した社会的な背景として考えられること

　①平和な世の中が長期間続き、物質的に満たされた日本国内の経済事情

　②相互依存に陥りやすい日本特有の親密な親子関係　ex.パラサイトシングルの増加

　③職業教育的要素の乏しい日本の学校教育のあり方

　④IT技術の進歩、サービス業の増加などによる産業構造の急激な変化

　⑤旧来型組織への帰属を好まない人間の増加

　⑥バブル崩壊以後の長期にわたる経済不況等による雇用環境の流動化

（３）課題に対する現状認識

　①ニートと呼ばれる彼らには、暫定的休職者から離転職を繰り返す人、何年もひきこもり状態にある
　　人などが含まれ、非常に多様である

　②就職したい気持ちを持ちながら求職活動を行っていない者やフリーターは増加傾向にあるが、就職
　　したいという気持ちをそもそも持っていない者は増加していない
　③社会的背景からの影響は、個別の条件や環境の違いから現れ方が異なり、そこにさらに固有の課題

　　が加わるため、原因を特定することや関連性の検証は容易でない

　④ニートの若者たちは、旧来の福祉的アプローチ、医療的アプローチ、教育的アプローチの狭間にあ
　　り、タテ割り行政の施策による対応では限界がある

　⑤早期に離職する若者の割合が増加しており、若者たちの仕事に対するモチベーション自体が全体的
　　に下がってきている　ex.七五三現象
（４）企画提案の基本的な考え方

　①ニートと呼ばれる彼らが無業状態にある原因の中には、個別・固有の問題も確かに存在するが、す
　　べて個人の責任に帰す姿勢は間違っている

　②「ニート」という言葉自体に、現存するさまざまな社会問題を隠蔽し、彼らを社会から排除しよう
　　とする集団心理が潜んでいることや、そのことに多くの人が気づいていない点は大きな問題である

　③社会システムの側が、今の時代を生きる若者たちの意識と合わなくなって来ている

　④彼らは各自の能力を発揮できる適切な場所や情報、チャンス等が与えられていないだけの遊休状態
　　にある人的財産である
　⑤ニート問題は、いま無業状態に置かれた若者だけの問題でなく、多くの若者たちに共通する問題と

　　認識すべきであり、社会全体で解決を図るべきである

（５）昨年度１年間のとり組みの中で見えてきた現状と課題
　①課題は非常に多岐にわたり山積み状態である

　②当事者や家族へのアウトリーチに関しては、まだまだ充分とはいえない

　③三重県内における就労支援ネットワークの構築に関しては、顔が見える関係、互いに協力しあえる
　　関係が徐々に生まれており、基礎的な土台ができつつある

　④課題への認識や情報の共有が担当者レベルに留まっており、まだまだ組織全体には拡がっていない

　⑤研究会メンバーにとって、会議に参加することだけが研究会の活動になっていた面が否めない。各
　　自に研究会メンバーとしての自覚を促し、仕事や活動の中で日常的に実践できる役割を分担する

　⑥研究会全体で議論することには限界があり、専門部会を設けるなどテーマ別アプローチが必要

　⑦行政には異動があるため、担当者の意欲や資質に依存しないシステムづくりが必要

　⑧多様な主体が集うネットワークの形でできることには限界がある。できることとできないことを見
　　極め、できないことは別の主体に提案したり、必要なメンバーを拡充したりすることが必要

　⑨県レベルでのアプローチには限界があるため、市町単位での展開を想定し、市町自治体や社会福祉
　　協議会等にも働きかけていくことが必要

（６）重要方針

　①今までの社会システムや旧来の問題解決アプローチを全面的に見直す視点をもつ
　②無業状態にある彼らを「ニート」と呼んで一括りにすることをやめ、ネガティブなイメージを払拭
　　するように努める
　③当事者やその家族が必要としている具体的な支援の内容（ニーズ）を正しくキャッチする
　④無業状態にある若者と社会とをつなぐ新たなキャタライザー（触媒）を創出する。
　⑤そのキャタライザーの全体像はまだ見えていないが、当面は支援者同士のネットワーク構築や親同
　　士、当事者同士のネットワーク化支援をその足がかりとしていく

（７）今年度事業の年間目標

　①ニート状態にある若者にとっての就労受け入れ先となる企業人の参画

　②市町村単位での相談窓口の開設

　③家族以外の支援者の掘り起こしと育成

　④昨年度編集した支援ガイドマップの有効活用と更なる充実

（８）事業の実施体制、役割分担（案）

	名　　前
	役　職
	主　な　役　割　・　担　当

	井上　淳之典
	代　表
	全体の統括責任者、企画、渉外、進行管理、会議等コーディネート

	岡嶋　多華夫
	事務局長
	会計、広報、会員管理等事務統括、ボランティアコーディネート

	戸上　昭司
	
	会計補佐、テーマ別アプローチ統括、情報整理、人材育成

	白尾　豪紀
	
	個別支援策検討、当事者ネットワーク統括、人材育成

	馬場　基記
	
	企業向けアプローチ担当、大学・教育機関との連携促進

	川北　輝
	
	地域別アプローチの統括、ＮＰＯセクター担当、映像メディア部門

	
	
	


　他、ボランティアスタッフ多数

２．事業別の詳細内容について

（１）三重県若者就労支援ネットワーク構築

　①基本方針案

　・Ｈ１８年度に実施した三重県若者就労支援研究会の組織を継承して運営する

　・ネットワーク構築は、事業全体において最も重要な位置にあるので、ニート支援講演会と親向けセミナーもネットワーク構築と連動させながら実施していく

　・テーマ別アプローチと地区別アプローチの２つのベクトルをもつが、２つのベクトルは別個のものではなく、互いに関連させながら推進していく

　・地区別アプローチは市町と連携しながら進め、各自治体の担当者や社協職員に研究会への参加を促し、県内全市町に相談窓口の開設もしくは支援のための拠点づくりを目標として進める

　・テーマ別アプローチが各々機能するようになった場合は、全体会議（ネットワーク母体）としての役割を、情報の共有化と学習、まわりへの啓発に絞っていく

　②具体的方策案

　・テーマ別アプローチのテーマ候補案は、「当事者支援策検討」「親（家族）同士のネットワーク化
　支援」「企業へのアプローチ（問題への理解促進、受け入れ先の開拓等）」「支援者の発掘と育成」
　「ニート予防策の検討」「社会への啓発」「他のＮＰＯとのネットワーク、他県や国との連携」

　・企業へのアプローチは、企業系シンクタンク、中小企業同友会、中小企業団体中央会等を通じて協
　力を呼びかけていく

　・参加者のモチベーションを引き出し、底上げしていくために参加型ワークショップやアイスブレー
　キングを適宜導入する

　・ワークショップは、情報の「発散」と「収束」のいずれを目的としているか明確にし、メリハリの

　ある進行をする

　・それぞれの会議で出された情報や視点、生み出された知見などはなるべく解りやすい形に整理し、
　参加者全員にフィードバックする

　・年間スケジュールは、ニート支援講演会と親向けセミナーと共に（４）に詳述

（２）ニート支援講演会

　①基本方針案
　・この会に参加された方が、後に準備している親向けセミナーや就労体験事業、ネットワーク会議へ
　の参加につながるような工夫をする

　・この会に参加された当事者や親（家族）の支援ニーズをさまざまな角度から引き出すように努める
　・保護者や企業に対しては、戦略的な広報が必要であり、具体的なターゲット像や参加することで得
　られる成果が明確にイメージできるように工夫する

　・対社会に向けての事後広報とそのための記録を重視する

　・相談では、個々に応じたビジョンと段階設定が必要。当事者・関係者へのアプローチでは、ビジョ
　ンと段階設定の手がかりとなる情報やツールが必要
　②具体的方策案 

　・基調講演は、インタビュー（対話）形式にして、一方的な話にならないように工夫する

　・心地よく参加できるように会場の雰囲気を和らげる工夫をする

　・参加団体がブースを出店し、個別に相談したり情報を得たりできる場を設ける

　・参加団体の特徴を相互に事前に把握し、お互いに紹介しあえるように努める
　・基調講演のインタビュアー、パネリスト、コーディネーターはネットワーク会議参加者に依頼

　・企業の参加は、「企業としての求人」ではなく、企業人個人の仕事現場の話をしてもらうことで、
　就労への関心を促し、一歩を踏み出すきっかけになるよう配慮する

（プログラム案１）専門家・実践家による基調講演（インタビュー形式）＋パネル討論

　　①基調講演の講師候補

　　・津富宏氏（青少年就労ネットワーク静岡代表・静岡県立大学准教授）

　　・宮本みち子氏（社会学者・千葉大学教育学部教授）
　　②インタビュアー候補

　　・若者就労サポートステーションみえ・中川真理子氏
　　・ネットワーク会議のメンバー有志

　　③パネリスト候補
　　・企業の立場から発言できる人（派遣会社の社長、企業系シンクタンク研究員）

　　・ＮＰＯの立場から発言できる人（チャレンジスクール三重、ＮＰＯ寺子屋プロジェクト、etc）

　　・医療福祉の立場から発言できる人
　　（こころの健康センター、あすなろ学園、アイデアルストーリーズetc）

　　・行政の立場から施策全体について発言できる人（勤労・雇用支援室、おしごと広場みえ）
　　④コーディネーター候補

　　・いせ市民活動センター・浦田宗昭氏

　　・三重大学人文学部・石阪督視氏

（プログラム案２）専門家・実践家による基調講演（インタビュー形式）＋参加者全員ワークショップ

　　①基調講演の講師候補とインタビュアー候補は（案１）に同じ

　　②参加者全員ワークショップ進行案

　　　ａ．６人の班をつくり、班毎に進行役ファシリテーター＋記録係が各１名入る

　　　ｂ．記録係はマーカーでプロセスを模造紙に記録し（ファシリテーション・グラフィック）、

　　　　　全員が意見交換の内容を視覚的に確認しやすいようにする

　　　ｃ．相互に自己紹介（言いたくないことは発言しない自由あり）

　　　ｄ．各自が困っていること、課題を付箋に書き出し、棚卸しをする（個人作業）

　　　ｅ．ｄのデータをもとに問題解決を阻んでいる壁はどこにあるかを話し合う（グループワーク）

　　　ｆ．社会に向けてアピールしたいこと、求めている支援策を書き出す（個人作業）
　　　ｇ．ｄとｆのデータなどをもとに意見交換（グループワーク）

　　　ｈ．全体の感想を記入し終了
（３）親向けセミナー

　①基本方針案

　・Ｈ１８年度に四日市と伊勢で開催したスタイルを基本的に継承する
　・無業状態にある若者が置かれている状況を理解し、見守る姿勢が大切であることを伝える

　・抱える悩みを話すことで気持ちが楽になるように話しやすい雰囲気づくりを心がける

　・参加型体験型のワークショップやアイスブレーキングを適宜採り入れ、頭に知識を詰め込むだけで
　なく身体から理解できるようにする

　・その場での解決が困難な個別の具体的相談については、若者就労サポートステーションみえや、
　サポステサロンなどの場所、相談内容にあった適切な支援機関等を紹介しつなげる

　・問題解決のきっかけとなるような関連情報を、できるだけさまざまな角度から提供する

　・親同士のネットワーク形成や自助グループの立ち上げにつながるように工夫する
なるべくセミナー開催地もしくはその近隣地域を拠点として活動している人に講師を依頼する

若者就労支援マップみえを使用して情報提供し、活用方法や留意点等を伝える

開催地近隣の自治体に対して広報、会場提供等の協力を要請する

・ネットワーク構築事業の地区別アプローチとの連携を意識しながら企画を進める

　②具体的方策案

　・開催地は以下の市町候補よりそれぞれ１か所選択

　　北勢地区：四日市市、桑名市、いなべ市、朝日町、川越町、東員町
　　中勢地区：亀山市、松阪市、伊賀市、名張市

　　南勢地区：伊勢市、熊野市、尾鷲市、紀北町
　・講師候補は地区別に以下の通り

　　北勢地区：太田仁氏（ＮＰＯ法人・心理学学習会若いつばさの会代表理事）

　　中勢地区：浦田宗昭氏（リベラヒューマンサポート理事）

　　南勢地区：中川一郎氏（ホリスティック心理教育研究所・くまの元気広場）

　　※当日の進行プログラム等詳細については各講師と相談した上で決定するものとする

（４）全体の年間スケジュール　※印は裏方としての運営委員会の動き
	　６月
	※運営委員会メンバー候補リストアップと打診

　勤労・雇用支援室（＋ＮＰＯ室？）＋ＮＰＯ寺子屋プロジェクト＋α

※年間事業のアウトライン調整と決定

※第１回ネットワーク会議準備、方針・方策の確認

	　７月
	第１回ネットワーク会議開催（中旬頃）

・会（会議）の名称、規約策定、年間スケジュールと目標の確認、決定

・ネットワーク拡充のための戦略、戦術検討

・運営委員会の構成メンバー確定、承認

・今年度にとりくむ専門部会について、テーマ絞り込みと構成メンバー調整

・ニート支援講演会、親向けセミナーについて、企画案の提示と意見聴取、協力要請、

　実施スケジュールと役割分担の確認
・参加者各々に資源の棚卸しリスト記入依頼

※ニート支援講演会準備　案内チラシ作成、広報

※親向けセミナーの日程と開催地検討（第１回は７月初旬頃決定）

	　８月
	第２回ネットワーク会議開催（中〜下旬頃）

・専門会別に議論（年間目標の設定、方策検討、スケジュールづくり）

※地区別アプローチの方針、方策検討 → まずは９月のニート支援講演会に参加よびかけ
※親向けセミナーの日程と開催地決定

	　９月
	ニート支援講演会開催（上旬頃）

第３回ネットワーク会議開催（下旬頃）

・講演会のふりかえり、成果と課題の抽出（ワークショップ形式で）

・専門部会別に議論

※次年度事業計画の素案とアウトライン調整
※中間期ふり返り　アンケート項目検討 → 第４回会議に配布

	１０月
	第４回ネットワーク会議開催（中旬頃）

・当事者支援策検討、社会に向けての啓発をテーマとした学習会もしくはワークショップ

第１回親向けセミナー（下旬頃）（南勢地区）

※中間期ふり返りアンケート結果をもとに第５回会議の進行等を検討

	１１月
	第５回ネットワーク会議開催

・中間期ふりかえり

　専門部会別に経過と現状の報告を行い全体で情報共有、課題抽出

　今後の方向性と具体的方策について意見交換

※前半期の成果と課題を抽出し後半期の戦略を練る

	１２月
	第６回ネットワーク会議開催（上旬頃）

・専門部会別に議論
第２回親向けセミナー（中旬頃）（北勢地区）

	　１月
	第７回ネットワーク会議開催

・専門部会別に議論もしくはワークショップ（年間ロードマップ作成）

※次年度事業計画の概略について意見交換

	　２月
	第３回親向けセミナー開催（中勢地区）

第８回ネットワーク会議開催（下旬頃）
・１年間のふり返り

・次年度目標の確認

※次年度事業計画の詳細について意見交換

※親向けセミナーの総括と課題整理

	　３月
	※事業完了報告書、決算書、資料集（一般向け事業報告書）作成


以上
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